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研究成果の概要（和文）：本研究は、近年提唱された財政海軍国家論がもつ射程や限界を批判的に検証するため
に、近世・近代イギリスを対象として、(1) 海軍と国家形成・国民形成との関係、(2) 中央と地域・利害との関
係、(3) 学知・制度形成と国際公共財という3 つの検討課題に取り組む。それにより本研究は、海軍に焦点をあ
てつつも、戦争・軍隊と国家や社会、文化との関係を重視した新たな近世・近代イギリス史像を提示することを
研究目的とする。

研究成果の概要（英文）：This research project considered the theory of the fiscal-naval state to 
revisit modern British history. It especially studied (i) the relationship between the Royal navy 
and the making of British state and nation, (ii) the reciprocity between the centre and local 
interests and (iii) the state, science, the international public goods. This research project thus 
attempted to suggest new interpretation of British history which emphasize the relationship between 
war, the navy and army, state, society and culture. 

研究分野： イギリス史・イギリス帝国史

キーワード： 西洋史　イギリス史　財政軍事国家　財政海軍国家

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近世ヨーロッパ史において、軍隊や戦争が社会に与えた影響を考察する「新しい軍事史」研究が進展している
が、イギリスのような海軍国を対象とした研究は今後の大きな課題となっている。本研究は、このような日本の
西洋史研究における欠落を是正すると同時に、イギリス以外の海軍国家との比較史研究を促進することができ
る。そればかりか、本研究は、海事史・海域史研究だけでなく、将来的にはアトランティック・ヒストリー研究
やグローバル・ヒストリー研究の展開にも大きく貢献しうる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

近世・近代イギリスの戦争と国家や社会との関係を議論するうえで、その出発点となるのは、
J. Brewer の著作 The Sinews of Power: War, Money and the English State, 1688-1783, 1989 である。
Brewer は、18 世紀イギリス国家を「財政軍事国家（the Fiscal-Military State）」と規定し、強力な
軍隊や効率的な官僚制、積極財政、議会の役割を強調したのである。その後、財政軍事国家論を
批判的に考察する多くの研究が進展しただけでなく、ヨーロッパ諸国を対象とした比較史研究
も促された。 

 
財政軍事国家をめぐる一連の研究の流れを経て、グローバル経済史家 P. K. O’Brien や海軍史

家 N. A. M. Rodger が近年提唱したのが「財政海軍国家（the Fiscal-Naval State）」論である。しか
し、財政海軍国家論はおもに経済史の分野で検討されており、政治や社会、文化の諸分野との関
係を重視して考察した研究は、今後の課題としてなお残されている。財政軍事国家が、近世・近
代ヨーロッパ史を理解するうえでの最重要概念のひとつである以上、それに代わる問題発見的
な概念として提唱された財政海軍国家論がもつ可能性や有効性、問題点を実証研究に即して検
証することは、今後のイギリス史・ヨーロッパ史研究の展開にあたり不可欠な作業である。 
 

２．研究の目的 

申請者は、上述した国内外の研究状況をふまえて、①財政軍事国家論に代わる財政海軍国家論
の射程と限界を批判的に検証しつつ、②海軍を中心に、戦争・軍隊と国家や社会、文化との関係
に注目することで、従来の近世・近代イギリス史像を見直し、新たな歴史像の提示が必要不可欠
との着想を得るに至った。そこで本研究は、長い 18 世紀（17 世紀末〜19 世紀初頭）の名誉革命
体制や第 1 次イギリス帝国の成立と変容というイギリス史・イギリス帝国史研究の重要な問題
を考察の視野に収めるため、検討時期を 1650 年代から 1850 年代までとする。また具体的な検討
課題として、相互に関連する①「海軍と国家形成・国民形成との関係」、②「財政海軍国家にお
ける中央（政府・議会）と地域・利害との関係」、③「財政海軍国家による学知・制度形成と国
際公共財」という 3 つの事例研究を設定し、未刊行史料を含む一次史料の実証的な分析を通じ
て、財政海軍国家論を批判的に検討した。 

 
これら 3 つの課題の分析を通じて、本研究は、財政海軍国家論がもつ可能性や有効性、問題を

検証すると同時に、海軍に焦点をあてつつも、戦争・軍隊と国家や社会、文化との相互の関係を
重視した新たな近世・近代イギリス史像の提示をめざした。 

 

３．研究の方法 

本研究は、研究代表者・分担者 4 名による共同研究として、3 年計画での実施を予定しており、
1 年次と 2 年次では海外での史料調査に重点を置いて研究を実施した。また、各年度に定例研究
会を開催し、検討と議論を重ねてメンバーのあいだで理解の共有をはかるだけでなく、学会報告
や学術誌をつうじた研究成果の積極的な公表もめざした。 

 
本研究は、次のような役割分担のもと進められた。まず、研究代表者である中村武司は、研究

全体の統括をおこなうとともに、上述した研究課題の①「海軍と国家形成・国民形成との関係」
について、とくに 18 世紀後半から 19 世紀前半の時期に対象に考察を進めた。研究分担者である
薩摩真介は同じく課題①を、とくに 17 世紀前半から 18 世紀前半の時期を対象に考察した。それ
にたいして、研究分担者である辻本諭は、課題②「財政海軍国家における中央と地域・利害との
関係」、同じく研究分担者である石橋悠人は課題③「財政海軍国家による学知・制度形成と国際
公共財」について検討を重ねた。 

 
本研究の実施にあたり、近世・近代イギリスの議会史料、新聞・雑誌、政治パンフレット、諷

刺版画などの史料や各種オンライン史料の活用が求められるだけでなく、イギリスの各文書館・
図書館が所蔵する未刊行史料の収集・調査が不可欠であった。具体的には、英国図書館（The British 
Library）、国立公文書館（The National Archives）、グリニッジ国立海事博物館（National Maritime 
Museum, Greenwich）などの図書館・文書館を訪問し、本研究に関連する史料の収集・調査を実
施した。 
 

４．研究成果 

まず、研究の第 1 年次にあたる 2017 年度は、課題①「海軍と国家形成・国民形成との関係」



ならびに②「財政海軍国家における中央と地域・利害との関係」にかんして、重点的に研究調査
を実施した。 

 
2017 年度は 9 月と 3 月に定例の研究会を実施した。まず 9 月の研究会では、研究代表者であ

る中村が、「財政軍事国家論の現在」という報告を行い、J・ブルーワの財政軍事国家論を批判的
に検討すると同時に、近年の研究の展開とその問題点を論じることで、財政軍事国家論がもつ有
効性や可能性、問題点について、研究代表者、研究分担者のあいだで理解の共有をはかった。ま
た 3 月の研究会では、研究分担者である辻本が「財政軍事国家論を再検討する──近世イギリス
軍事史の立場から」という報告を行い、M・ブラディックの議論を手がかりとして、近世国家の
見直しを試みただけでなく、近年のイギリス軍事史研究のさまざまな動向を紹介することで、財
政軍事国家論もしくは財政海軍国家論における軍事面の考察を深めるうえで、重要な知見を提
供した。 

 
研究の第 2 年次にあたる 2018 年度は、昨年度の引き続き検討課題①「海軍と国家形成・国民

形成との関係」ならびに②「財政海軍国家における中央と地域・利害との関係」に検討を進めた
ほか、とくに検討課題③「財政海軍国家による学知・制度形成と国際公共財」にかんして、重点
的に研究調査を実施した。 

 
2018 年度は、合計 3 回にわたる研究会を実施した。まず 6 月には、イギリス史研究会との共

催により、本科研の研究会を実施し、研究代表者である中村が、「長い 18 世紀イギリスの海軍・
議会・文化──ウェストミンスタ選挙区を中心に」の題目のもと研究報告をおこない、本研究課
題の中間報告を行った。同じく 6 月に定例研究会を開催し、研究分担者の薩摩が「「航海の自由」
とブリテン通商帝国」について報告し、18 世紀前半における海軍力行使をめぐる政治的議論に
ついて再検討を進めた。その後、2019 年 3 月の定例研究会では、研究分担者である石橋が「財
政＝軍事国家における海軍の科学研究」という報告を行い、近代イギリスの科学と国家との関係
の再考という問題意識のもと、長い 18 世紀の財政軍事国家の時代は、海軍における科学研究の
萌芽期と捉えうるとの仮説の提示を試みた。 

 
研究の第 3 年次にあたる 2019 年度の目的とは、3 年間にわたる共同研究の成果を綜合し、新

しい近世・近代イギリス史像の提示であった。まず 2019 年 6 月に研究会を開催し、研究代表者
ならびに分担者が、次のような研究成果を発表した。①中村「財政軍事国家論から財政海軍国家
論へ」、②薩摩「財政軍事国家論と海洋派政策──ジェンキンズの耳戦争期のスペイン銀船団拿
捕をめぐる議論を中心に──」、③辻本「財政軍事国家論を再考する──イギリス陸軍研究の視
点から──」、④石橋「財政軍事国家と科学・技術」、以上 4 つである。 

 
この研究会における報告と議論をふまえて資料収集や調査、分析をあらためて進めたのち、当

初は、2019 年 10 月には近世イギリス史研究会との共催により、シンポジウム「財政軍事国家論
を再考する」を開催する予定であった。ところが、台風 19 号の接近によりシンポジウムは延期
せざるを得なかった。かわりに同シンポジウムは、2020 年に開催予定の第 70 回日本西洋史学会
大会にてあらためて組織することで、イギリス史研究者だけでなく、広く日本の西洋史研究者に
本科研の研究成果を問うことにしたい。 

 
3 年間にわたる共同研究をつうじて、研究代表者ならびに分担者のあいだで、あらためて次の

ような認識を得るに至った。(1) 財政軍事国家論の代替もしくは補完概念として、たしかに財政
海軍国家論は一定の有効性を備えているものの、近年のブリテン諸島史研究や「4 つのネイショ
ン」というパースペクティヴとはかならずしも調和しないこと、(2) むしろ財政軍事国家論その
ものが、軍隊や戦略、科学、文化などイギリス国家の他の活動領域を十分に考察していないこと、
(3) さらに既存の財政軍事国家論が、イングランド以外のブリテン諸島の諸地域、とくにイギリ
ス帝国を等閑視してきた、以上 3 つの問題である。とくに(3)は、イギリス本国史と帝国史の分
断という研究史上の大きな問題とも密接に関連している。長い 18 世紀（17 世紀末〜19 世紀前
半）において、イギリスの国家形成と国民形成、帝国形成が連動していたことをあらためて考慮
すると、財政軍事国家論もしくは財政海軍国家論に内在する問題の克服と是正にむけて今後研
究に取り組むことは、喫緊の課題であるといえよう。 
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